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アダチ UKIYOE 大賞 2026 参考資料 

浮世絵における「絵師」の役割 

北斎の「神奈川沖浪裏」はどのようにして完成したのか？ 

浮世絵は、一人の手だけでつくられるものではありません。版元が企画し、絵師が絵を

描き、彫師と摺師がそれを木版画として仕上げる――本資料では、北斎の「神奈川沖浪

裏」を例に、浮世絵制作における絵師の役割と、分業によって一枚の作品が完成するま

でを紹介します。 

浮世絵制作における絵師の役割 

葛飾北斎の「神奈川沖浪裏」は、世界で最もよく知られた浮世絵の一つです。「The Great Wave」の

名でも親しまれ、現在もさまざまなデザインに取り入れられ、新たな表現の着想源にもなっています。

しかし、私たちが知るこの一枚は、北斎一人の手で生まれたものではありません。版元、絵師、彫師、

摺師による高度な分業と木版技術があってこそ、完成したものです。 
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江戸時代の浮世絵版画は、庶民が気軽に買って楽しめるよう、大量生産され、出版されました。制作

を取り仕切るのは版元です。版元が企画を立て、絵師を選んで作画を依頼し、絵師はその主題や意図

を受けて絵を描きます。続いて彫師がその絵を版木に彫り、摺師が一色ずつ和紙に摺り重ねて、作品

を仕上げました。 

絵師は何を描いたのか 

版元から依頼された主題や企画をもとに、絵師は構図を考え、人物やモチーフの動き、画面全体の表

情を描き出します。ただし、完成した版画と同じように、すべての色を示した完成図を描くわけでは

ありません。絵師が彫師に渡すのは「版下絵」と呼ばれる、墨で作品の輪郭線を描いたものです。こ

れが、主版のもとになります。 

「神奈川沖浪裏」も同様に、北斎が描いた版下絵は輪郭線を中心としたものでした。彫師はその版下

絵を版木に直接貼り、まず輪郭線を摺るための「主版」を彫ります。主版が完成すると、それを摺っ

た「校合摺」に北斎が色の指示を加えます。その指示をもとに色版が彫られ、すべての版木が揃うと、

版元と絵師は試し摺りのため摺師のもとを訪れます。その際、北斎は摺師に口頭でも色の指示を伝え

ます。こうして見本となる摺りが完成すると、摺師はそれをもとに初回の販売分（多くの場合 200 部）

を摺り上げます。 

版元の企画を受け、絵師が作品の視覚的な核をつくる。そしてそのイメージが、職人の手と判断と技術を

経て、一枚の浮世絵になります。 

彫師は絵師の線を読み取る 

版下絵は、裏返して版木に直接貼りつけられます。彫師は、鋭い刃先をもつ「小刀」を使い、絵師が

描いた線の両側を彫っていきます。その後、大小さまざまな「鑿」で周囲の不要な部分をさらい、摺

る部分だけを残した凸版に仕上げます。 

版下絵は版木に貼られているため、彫り進めるうちに失われます。絵師の筆がもつ繊細さや緊張感、

線のリズムを版木の上に残せるかどうかは、彫師がその線を読み取り、木の中に再現できるかにかか

っています。 



3 

 
北斎「神奈川沖浪裏」の主版を彫る。輪郭線を小刀で彫り進める。 

現代の彫師が語る北斎の線 

彫師歴 50 年を超え、数々の北斎作品の復刻を手がけてきたアダチ版画研究所の彫師・新實は、北斎の

線について次のように語ります。 

北斎は若い頃に彫師の修業をしていたともいわれ、他の絵師に比べて細かなところまで描き込んで

いるため、高度な彫の技術が必要です。特に「神奈川沖浪裏」の波の線はごまかしが利かず、作品

の力強さを支える重要な線です。この緊張感を出せるかどうかは彫師の腕にかかっているので、彫

るときには非常に神経を使います。 

― 彫師・新實 
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数々の北斎作品の復刻を手がけてきたベテラン彫師の新實。 

波頭のような抑揚のある線は、とても難しいものです。形をそのまま写すだけでは動きが出ませ

ん。線のリズムや画面全体のバランスを考えながら刀を入れ、北斎の線が生きるように彫っていき

ます。 

― 彫師・新實 

摺師が色、奥行き、空気感をつくる 

版木が完成すると、摺師が絵具を版木にのせ、一色ずつ和紙に摺ります。和紙を「見当（けんとう）」

と呼ばれる目印に合わせ、すべての色を正確に重ねていきます。鮮やかな多色摺の浮世絵は、織物の

錦になぞらえて「錦絵」と呼ばれました。 

摺師は、版元や絵師と完成のイメージを共有しながら色を調合し、馬連（ばれん）を使って絵具を和

紙の繊維の中へ均一にきめ込みます。時には、ぼかしや空摺りといった摺りならではの技法も用い、

絵師の描いたイメージを一枚の木版画として仕上げていきます。さらに摺師には、大量生産を支える

スピードと、同じ品質を保つ再現性も求められました。そうした高度な技術によって、数多くの浮世

絵が世に送り出されたのです。 
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北斎「神奈川沖浪裏」の摺。和紙を見当に合わせ、一色ずつ摺り重ねていく。 

「神奈川沖浪裏」を形づくる青 

「神奈川沖浪裏」の迫力と空間的な奥行きには、青の表現が欠かせません。輪郭線に用いられた渋み

のある藍に加え、本図には江戸後期にヨーロッパから輸入された化学顔料のプルシアンブルー（ベロ

藍）が使われています。それまでの日本の絵具にはなかった鮮やかさをもち、北斎や広重の風景画で

盛んに用いられました。 

この流行色の採用からも、絵師が同時代の視覚文化や人々の好みに敏感だったことがわかります。版

元の企画意図を受けつつ、人々の心をつかむ新鮮な画面をつくり、色についての考えを摺師と共有す

ることで、最終的な摺の表現へとつなげていきました。 

現代の摺師が語る北斎の青 

アダチ版画研究所の摺師・京増は、「神奈川沖浪裏」を摺る際、色の調合と、むらのない鮮明な発色

に特に注意を払います。 

和紙の繊維の中に絵具をきめ込むことが重要です。奉書はしっかりした和紙なので、馬連に力をの

せなければきれいに発色しません。「神奈川沖浪裏」は、青の濃淡のバランスで波の立体感を見せ
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るため、色の調合にも細心の注意を払います。 

― 摺師・京増 

 
浮世絵の復刻だけでなく、現代のアーティストとの木版制作にも携わる摺師・京増。 

絵師――描き手であり、協働者 

「神奈川沖浪裏」は、絵師の仕事が決して一人で完結するものではないことをよく示しています。版

元からの依頼を受け、北斎は大胆な構図、波の激しい動き、人間の小ささと遠くの富士山の静けさと

の対比、そして画面に緊張感を与える線を生み出しました。しかし、その構想が一枚の木版画として

力をもつには、彫師による線の表現と、摺師による色の表現が不可欠でした。 

だからこそ絵師に求められるのは、単に魅力的な絵を描く力だけではありません。彫ることで生きる

線、版木に展開できる構図、そして職人と共有し、対話しながら発展させることのできる明確なイメ

ージが必要です。絵師が画面を描き、彫師と摺師がそれを木と和紙の上に立ち上げていきます。 

この協働の仕組みは、現代のアダチの制作にも受け継がれています。現代の絵師は彫師・摺師と対話

しながら、山桜の版木、絵具、和紙といった素材によって、自分のイメージがどのように変化し、広

がっていくかを確かめながら制作を進めます。そのやり取りを通して、一人では生み出せなかった木

版画が完成します。 
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過去の大賞に見る、デザインから木版画への展開 

第 7 回アダチ現代浮世絵大賞（2015 年）の受賞者・島崎良平さんとの制作は、その一例です。大賞の

テーマ「美男・美女」に対し、島崎さんは繊細な線で現代の美人画を描きました。人物の表情や線の

魅力に加え、彫や摺によってさらに表現を深めることのできる、細やかな装飾要素も備えたデザイン

でした。 

 
第 7回アダチ現代浮世絵大賞の制作で、島崎良平さんが描いた彩色図と線描。 

彫師はデザインを山桜の版木へ移し、まず作品の主要な輪郭線を摺る「主版」を彫ります。主版は、

ほかの色版をつくる際の基礎にもなります。ここで必要なのは、描かれた線を機械的になぞることで

はありません。島崎さんの線の持ち味を残しながら、摺ることのできる線へと置き換えていきます。

その後、摺師が色の調合や摺の効果を検討し、現代の浮世絵として完成させます。 

これは過去の大賞における制作例ですが、版元であるアダチが示したテーマを受けて絵師が画面をつ

くり、職人との継続的な対話を通して木版画へと発展させていく――この本質的な関係は、現在の大

賞にも受け継がれています。 
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2026 年の応募者に求められること 

アダチ UKIYOE 大賞 2026 では、応募時に提出された作品を通して、応募者の作風、個性、関心、そし

て絵師としての可能性を審査します。提出作品そのものを、そのまま木版画にするわけではありませ

ん。 

受賞後、受賞者は絵師として、アダチの担当者や彫師・摺師と相談しながら、木版画のための新たな

デザインを制作します。応募の段階で、彫や摺についての専門知識は必要ありません。ただし、伝統

木版の技術によって、どのような絵が効果的に表現できるのかという視点は、ぜひ持っていただきた

いと考えています。そのため、過去の受賞作品や、受賞者と職人の協働によって制作された木版画の

事例も、応募前にぜひご覧ください。審査では、応募者ならではの個性ある表現とともに、伝統木版

の特徴や表現の可能性への理解、そして彫師・摺師との協働を通して自分のイメージをさらに発展さ

せていく力を重視します。 


